
子ども支援連携会議について 

■会議の構成 

 ◎障害児支援部会・・・地域支援課長、障害者福祉課長、健康課長、子ども政策課長、

子ども育成課長、子ども家庭支援センター所長、児童青少年課

長、教育支援課長 

 ◎貧困対策部会・・・地域支援課長、生活福祉課長、子ども政策課長、子ども育成課

長、子ども家庭支援センター所長、児童青少年課長、統括指導

主事、教育支援課長 

 ※話の内容によって、出席をお願いする方に増減があります。 

 それぞれの部会を補佐する役割を、それぞれのワーキングが担う。 

 ◎障害児支援ワーキング 

◎貧困対策ワーキング 

 

■会議の目的 

 ◎障害のある子どもとその家庭が、障害の程度・状況に応じて地域の中で健やかに育 

っていくための、適切で切れ目のない支援のあり方を検討し、道筋をつけること。 

 ◎貧困等により子どもの成長が阻害されることなく、健やかに育っていくための支援 

のあり方を検討し、道筋をつけること。 

 

■年度別目標  

 平成 27 年度目標 

障害児支援部

会 

・大まかな方向性の確認（市の関与の方向性） 

・課題の確認（現状の確認）  

・対象者把握方法の確認 （現状の手法確認） 

・支援方法（一部。所管変更等含まないもの） 

平成 28 年度目標 

・対応方針（具体的に支援する範囲、支援方法(所管、公・民の担い

手含む)） 

貧困対策部会 平成 27 年度目標 

・大まかな方向性の確認 （市の関与の方向性） 

・会議上の貧困の定義（範囲）の確認 

・課題の確認（現状の確認） 

・対象者把握方法の検討（現状の手法と考えられる把握方法） 

平成 28 年度目標 

・対応方針（具体的に支援する範囲、支援方法(所管、公・民の担い

手含む)） 

（裏面あり） 
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■平成 27年度会議スケジュールと目標 

◎各部会 

   時期 

 

第１回（８月） 第２回（11 月上旬） 第３回（２月） 

障害児支援部会 

目標（確認・検

討事項） 

・会議の趣旨 

・大まかな方向性 

・ワーキングの担う

事項 

・ワーキングの状況

（確認・判断） 

・ワーキングの状況

（確認・判断） 

・子どもプラン推進

本部への報告事項 

貧困対策部会 

目標（確認・検

討事項） 

・会議の趣旨 

・大まかな方向性 

・ワーキングの担う

事項 

・ワーキングの状況

（確認・判断） 

・ワーキングの状況

（確認・判断） 

・子どもプラン推進

本部への報告事項 

◎各ワーキング 

   時期 

 

第１回(９月) 第２回(10 月) 第３回(11 月

下旬) 

第４回(12

月) 

障害児支援ワー

キング 

目標（確認・検

討事項） 

・会議の趣旨 

・現状の確認 

・対応策案 ・対応策案 ・対応策案 

貧困対策ワーキ

ング 

目標（確認・検

討事項） 

・会議の趣旨 

・現状の確認 

・貧困の定義 

（範囲） 

・貧困の定義

（範囲） 

・対応策案 

・対象の抽出

方法 

・対応策案 

・対象の抽出

方法 

・対応策案 

 

 


